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いる。如何なる策を講じるかは行政の腕の見せ所である。しかし、行政
に頼っていては、恐らく再生は不可能かも知れない。地域に住む人達
に「自分達の『まち』・『地域』」という感覚や意識が芽生えない限
り無理かも知れない。「自分達の地域は自分達の手で」を合い言葉に
地域再生に立ち上がる気力や意欲が住民にあるかどうかである。私自身、
和歌山には再生するだけの力があると思っている。豊かな第１次資源、
観光資源、そして進取の気性に富んだ紀州人魂。如何にそれを見いだ
し、活かしていく工夫をするか、そして目標達成に対して住民全員が一
致団結できるかに依るのではないだろうか。「立ち上がろう、皆さん」。
住民にこうした動きが出てくれば、あるいは出てくるように、本機構が少
しでもお役に立つことができれば幸いと考えている。本機構は、１０年を
経て、地域づくりや地域再生に気持ちも新たに取り組んで行きたいと肝
銘している。
　最後に、皆様には本機構の活動に対して今後ともより一層のご理解を
賜り、併せてご意見・ご叱正をお願いする次第である。
